会議開催結果
	１　会議の名称
	令和７年度砥部町健康づくり計画等策定委員会

	２　開催日時
	令和８年１月19日（月）午後７時～午後８時30分

	３　開催場所
	砥部町保健センター　集団指導室

	４　審議等事項
	1 委員長・副委員長選任
2 「跳べ　TOBE　健康プラン」の重点目標と今年度の取り組みについて
3 その他連絡事項

	５　出席者名
	【出席委員】12人
山本浩之（町内医師会代表）
稲田雅仁（町内歯科医師会代表）
奥田美恵（愛媛県立医療技術大学代表）
白石由起（愛媛県中予保健所健康増進課長）
武田善廣（区長会代表）
河野秀康（民生児童委員協議会会長）
村上明子（NPO法人とべ子育て支援団体ぽっかぽか代表）
木山千惠（砥部町ふれあい・いきいきサロン連絡協議会会長）
和田邦明（砥部町ＰＴＡ連絡協議会会長）
則友美紀（砥部町立小中学校校長会代表）
泉二美恵（砥部町養護教諭代表）
本川友一（砥部消防署署長）
【欠席委員】３人
山本眞理子（砥部町食生活改善推進協議会会長）
立町文美（砥部町栄養教諭代表）
金本健守（松山南警察署代表）

【事務局】
保険健康課　岩田恵子・福見早苗
　　　　　　住田江里子・光井雅美・大野敬子

	６　公開・非公開の別
	公開

	７　非公開の理由
	－

	８　傍聴人数
	０人

	９　所管課
	砥部町保険健康課
電話　089－962－6888



砥部町健康づくり計画等策定委員会　会議録(概要)
	発言者
	発言内容

	事務局

事務局





委員長




事務局






委員長



委員


事務局


	１開会

２議事
1 委員長・副委員長選任
事務局より、委員長に区長会代表　武田氏、副委員長に県立医療技術大学代表　奥田氏を推薦。
（承認）

2 「跳べ　TOBE　健康プラン」の重点目標と今年度の取り組みについて、映像資料を用いて、健康づくり計画、食育推進計画、自殺対策計画それぞれについて説明を行う。

ア　健康づくり計画　
　　　　概要及び、推進事業として地区巡回健康教室に
ついて説明。
※地区巡回健康教室：地域の集会所等に保健センター職員が出向き、地域住民に対して健康講話・運動の実践・調理実習などを行う。
　頻度は地域によりさまざま。
　
　まず、健康づくり計画についての説明が終わりました。ただいまの説明について、ご意見ご質問はございませんでしょうか。

　地区巡回健康教室について、１回何人ぐらい集まるのか？毎回同じ人が集まるのか？

地区により差異はあるが、１回につき５人から20人の範囲。参加者は同じであることが多い。地区により、年に数名は新規参加あり。

	発言者
	発言内容

	委員








事務局





委員







委員長



委員


	様々な事業でも言われていることだが、事業内容は良いものでも、ほぼ固定の人にしか普及されていない。どの市町でも課題となっている。参加者から事業に関する発信をしてもらうことも考えてもらいたい。
また、仕事や子育てで参加できない、という人にはどのようにアプローチしているか？地域・職域で連携した健康づくりを勧めることに今後取り組んでもらいたいと考えている。

保健センターとしても、事業や健康づくりの内容をどのように大多数に周知していくかは長年の課題。公式LINE（ライン）やInstagram（インスタグラム）の活用を今後進めていく。また、集合実施に捉われず、自宅で個人ができる健康づくりの推進も進めていく。

「保健センターが頑張る」という視点だけでなく、他者に協力してもらう形も良いのでは。発信力を持つ人や、立場のある人の会合等で少し発信をお願いする、等でも効果がありそうに思う。チラシでは「見ない」人が多いそう。短時間で伝える、QRコード等で発信しやすくする、など、何かの隙間に健康づくりを挿し込んでいくのが良い。今日集まっている人も有力。コラボしあって進めて欲しい。

ありがとうございました。
地域で活動を進めている委員さん、お立場からいかがでしょう。

各地域で、その地域にあった活動を軸にサロンを展開している。例年ある砥部町福祉フェスタには、地域の人にお返しをする、サロンの活動を知ってもらいたいという意識で参加している。

	発言者
	発言内容

	委員








委員長



事務局







委員長




委員



	できるだけ地域の人と交流をしたいと考えて活動している。地区の集会所で、1年前から、月1回のカフェを始めた。参加者はだいたい同じ人ではある。昔は集会所で食事を作って皆で食べていたが、今はほとんどない。よい交流の場になっていた、復活させたいなと考えている。
また、余談だが、「砥部町音頭」を普及させたい。昔よくやっていた盆踊りができたらなと思う。地域で年齢に関係なく集まってできる取組みだと思う。

年齢を重ねても、砥部でまだまだ知らないことも多い。
また教えてください。
　では、事務局より続いて説明をお願いします。

イ　食育推進計画　
　　　　概要及び、推進事業として味育教室について説明。
　　　　※味育（あじいく）教室：町内保育所・幼稚園・認定こども園で口腔体操、甘味・塩味・酸味・苦味・旨味の　５つの味水のみ比べ、噛む力に応じて色が変わるガムの体験等を実施。
保護者にも結果を伝えている。


　食育推進計画についての説明が終わりました。ただいまの説明について、ご意見ご質問はございませんでしょうか。
　
　食育指導の立場からご意見ございませんか。

　保育所・幼稚園で味育教室を行っていることを始めて知った。小学校では、噛めていないお子さんが多いように感じている。保健センターと連携して対応していきたいと感じた。


	発言者
	発言内容

	委員




委員









事務局




委員長


事務局





	子どもを通して親に伝える、という方法がとても良いと
感じた。子どもの噛む力について歯科医師の意見も聞きたい。乳幼児期の噛む習慣は大きくなっても持続するのか？成長に合わせて啓発も変えていくものなのか。

咀しゃくに関しては乳児のときからの対応が大事。昔は母乳、いまはミルクが多い。哺乳瓶の飲み口は、一時は少しの力で多量に飲めるよう工夫されたのが主流だったこともあり、噛む力は低下している。いずれ高齢者の噛む力の低下につながってくる。
以前の会議でも進言したが、噛め噛め運動を推進してほしい。例えば給食の時。最初のひと口目を噛み応えのある物で、皆で30～50回噛む、というのを小さいうちからやってほしい。

以前もご提案いただいた噛め噛め運動について、栄養事業で地域に出るときは毎回、ひと口目は30回噛みましょう、と伝えている。今回の計画の中にその名称は出てこないが、活動自体は続けていきます。

ありがとうございました。
続いて、事務局より説明をお願いします。

ウ　自殺対策計画　
　　　概要及び、推進事業としてこころの健康講座に
ついて説明。
　※こころの健康講座：自殺対策事業。町内の小学６年生と中学１年生に対し、臨床心理士等を講師に、SOSの出し方や自己肯定感を高める授業を年１回実施。



	発言者
	発言内容

	委員長


委員





事務局




委員長

委員








委員







委員長

委員
	自殺対策計画についての説明が終わりました。ただいまの説明について、ご意見ご質問はございませんでしょうか。

こころの健康講座は、小学６年生と中学１年生に実施し
ていると説明があったが、２年間続けての実施になるので、中学生は別学年にしたら良いのでは？２年生はいじめの問題、３年生は進路の問題など、十分悩みの多い時期だと思う。

最初は中学２年生に向けて実施していたが、学校側との相談の中で１年生への実施になった。砥部町は小学校４校の生徒が中学校で１つになり、小学校でこの授業を受けていない生徒もいるので良い機会と捉えている。

学校側のご意見としてはどうでしょう。

自分の勤める学校では、こころの健康講座はずっと実施している。子ども同士の人間関係が築きにくく、すぐトラブルになる事例が多くなっている。教員として個別対応や授業で指導することもあるが、外部の講師から、いつもとは違う視点で話をしてもらうことはとても効果的だと考えている。特に中学1年生は環境の変化で友だち関係が作りにくい児童も多く、コミュニケーションの方法なども学べる機会は良い刺激になっている。

こころの健康講座とは別に、思春期教室も実施。
思春期教室は毎年小学５年生に実施しており、小学校全校で行われている。生命誕生の話や赤ちゃん人形の抱っこ体験への反響が大きく、講義を集中して聞いている様子がうかがえ、有意義な時間となっている。継続して実施して欲しい。


	発言者
	発言内容

	委員長

委員



事務局





委員





事務局



委員


事務局

委員
	他にご意見ありますか？ 

砥部町は高齢男性の自殺者が多いというデータがあったと思うが、高齢者への対策は？また、自殺未遂者への支援は何かあるのか？

高齢者への対策は、先ほど説明のあった地区巡回健康教室等での啓発のお話、９月・３月の自殺対策週間・月間に合わせ周知活動などを行っている。
未遂者に関しては把握が難しいところもあり、警察や消防と連携して対応に当たらせてもらっている。

開業医として住民に接する中で、過去に数例、自殺者に関わった。予想できなかった。診察中に身体の傷跡を見つけたりもするのだが、それだけで危険のある人だと考えるのも・・・。わざわざ理由を聞くことはしていない。だがそれを知らせるとしたら保健センターでよいのか？

気になる場合は保健センターにつないでいただいて、できれば本人の同意もいただきたい。「保健センターに相談してみたら？」と伝えていただきたい。

本人がそれを受け入れるか、というのも難しい問題。
砥部町の自殺者で、未成年者は何％くらいいるのか？

砥部町では未成年者の自殺者は０人。

０人のままであってほしい。


	発言者
	発言内容

	委員



委員
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委員
	地域のゲートキーパーとして、かかりつけ医の存在は大きい。保健所で作成している相談支援リーフレットの活用もお願いしたい。

　学校で行われている授業の内容まで把握はしていないが、悩みを抱える子どもに周りが気づけるか、というのが一番大事な気がしている。子どもには気づいてもらいたい気持ちがあるはず。
砥部町がSOSの出し方などの授業をしてくれていることは、子どもたちにとって有意義だと思える。

　中予保健所で行われている自殺対策協議会に参加していた経験あり。保健所で作成している相談支援リーフレットについて救急車にも常備しているが、自殺関連であろうと思われる現場でリーフレットを出して「相談してみたら」と伝えるのはなかなか困難。修羅場のような現場で家族もパニック、そのタイミングが計れない。すべてではないが、精神的な疾患であろう人も少なくない。
　情報を、例えば保健センターに伝えたいが、同意がなければ個人情報保護のため伝えられない現状がある。ここをどうにかしたいと考え、伊予管内の自殺関連の個人情報保護について少しずつ対策を進めているところ。

消防や警察のご協力もあり、自殺未遂者への対応件数が少しずつ伸びている。関係者はみな、１人でも少なく、という気持ちでやっている。
３計画すべてを通して、地域に根差した保健活動を砥部町はとても頑張っている。地域や関係者を巻き込んだ活動で、行政だけでは成し得ない活動ができると良いと思っている。

	委員長


事務局
	貴重なご意見をありがとうございました。以上で議事を終了します。ご協力ありがとうございました。

3 その他連絡事項
たくさんの貴重なご意見ありがとうございました。
今年度の委員会は年度内１回としております。当該委員は２年任期のため来年度も継続となりますが、役職としての人員交代がある場合は、後任の方に引継ぐこととなるのでご了承ください。

　以上で健康づくり計画等策定委員会を終了します。

　【閉会】20：30







